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(54)【発明の名称】 内視鏡の照明装置

(57)【要約】
【課題】ライトガイドから射出された照明光をロスなく
広げて広角観察視野の周辺まで明るく照明することがで
きる内視鏡の照明装置を提供すること。
【解決手段】鏡面状に表面仕上げされた滑面４ａを配光
レンズ４の外周壁面に円周帯状に形成すると共に、その
滑面４ａと照明窓２の窓枠２ａとの間に空気層５を形成
した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の挿入部先端に設けられた照明窓
に、その内側に配置されたライトガイドの端面から射出
された照明光の配光角度を広げるための配光レンズが嵌
め込まれた内視鏡の照明装置において、
鏡面状に表面仕上げされた滑面を上記配光レンズの外周
壁面に円周帯状に形成すると共に、その滑面と上記照明
窓の窓枠との間に空気層を形成したことを特徴とする内
視鏡の照明装置。
【請求項２】上記滑面が、上記ライトガイドの端面から
遠ざかる側へ次第に径が広がるテーパ面状に形成されて
いる請求項１記載の内視鏡の照明装置。
【請求項３】上記テーパ面が軸線となす角度が１０°を
越えない請求項２記載の内視鏡の照明装置。
【請求項４】上記配光レンズの外周壁面に円周溝が形成
されていて、その円周溝の底面に上記滑面が形成されて
いる請求項１、２又は３記載の内視鏡の照明装置。
【請求項５】上記配光レンズが複数枚の部材を重ね合わ
せて形成されている請求項４記載の内視鏡の照明装置。
【請求項６】上記照明窓の窓枠の内周壁面に円周溝が形
成されていて、それによって上記配光レンズの滑面との
間に空気層が形成されている請求項１、２又は３記載の
内視鏡の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の被写体
を照明するための内視鏡の照明装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡においては、被写体を照明するた
めの照明光がライトガイドによって挿入部の先端に伝達
され、ライトガイドの射出端から射出された照明光が照
明窓を通って被写体に照射される。
【０００３】しかし、観察視野の広角化に伴って、単純
にそのような構成にしたのでは観察視野の周辺部分にま
で照明光が行き渡らなくなったので、図６に示されるよ
うに、ライトガイド３の射出端面３ａから射出された照
明光の配光角度を広げるために、凹レンズ等からなる配
光レンズ４が照明窓２に嵌め込まれている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし実際には、図６
に示されるように、ライトガイド３の射出端面３ａの周
縁部近傍から外方向に向かって射出された照明光は、配
光レンズ４の外周壁面から出て照明窓２の窓枠２ａで遮
られてしまうため、観察視野の周辺部分の照明光量が不
足して観察像が暗くなる現象が依然として発生してい
た。
【０００５】そこで本発明は、ライトガイドから射出さ
れた照明光をロスなく広げて広角観察視野の周辺まで明
るく照明することができる内視鏡の照明装置を提供する
ことを目的とする。
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【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の照明装置は、内視鏡の挿入部先端
に設けられた照明窓に、その内側に配置されたライトガ
イドの端面から射出された照明光の配光角度を広げるた
めの配光レンズが嵌め込まれた内視鏡の照明装置におい
て、鏡面状に表面仕上げされた滑面を配光レンズの外周
壁面に円周帯状に形成すると共に、その滑面と照明窓の
窓枠との間に空気層を形成したものである。
【０００７】なお、滑面が、ライトガイドの端面から遠
ざかる側へ次第に径が広がるテーパ面状に形成されてい
てもよく、その場合は、テーパ面が軸線となす角度が１
０°を越えないのがよい。
【０００８】また、配光レンズの外周壁面に円周溝が形
成されていて、その円周溝の底面に滑面が形成されてい
てもよく、その場合に、配光レンズが複数枚の部材を重
ね合わせて形成されていてもよい。
【０００９】また、照明窓の窓枠の内周壁面に円周溝が
形成されていて、それによって配光レンズの滑面との間
に空気層が形成されていてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡の挿入部先端１の先端面を示し
ており、１０は、観察像を得るための対物光学系と固体
撮像素子（又はイメージガイドファイババンドルの入射
端部）が内側に配置された観察窓である。
【００１１】その観察窓１０と並んで、観察視野に向か
って照明光を照射するための照明窓２が配置されてい
る。１１は、観察窓１０の表面に向かって空気と水を吹
き付けるための送気送水ノズル、１２は処置具突出口で
ある。
【００１２】図１は、照明窓２部分の側面断面図であ
り、照明窓２の内側には、照明光を伝達するライトガイ
ドファイババンドル３の射出端面３ａが、前方に向けて
配置されている。
【００１３】照明窓の窓枠２ａ（以下、「照明窓枠２
ａ」という）は、ライトガイドファイババンドル３の射
出端面３ａより径の大きなざぐり状の孔であり、ライト
ガイドファイババンドル３の射出端面３ａから射出され
た照明光の配光角度を広げるための配光レンズ４が、そ
こに水密に嵌め込まれて固着されている。
【００１４】配光レンズ４は、例えば内面側が凹面に形
成された凹レンズであるが、照明窓枠２ａと嵌合する配
光レンズ４の外周壁面には中間部分に円周溝が形成さ
れ、それによって照明窓枠２ａとの間に空気層５が形成
されている。そして、配光レンズ４の外周壁面に形成さ
れた円周溝の底面が、鏡面状に表面仕上げされた円周帯
状の滑面になっている。
【００１５】その結果、ライトガイドファイババンドル
３の射出端面３ａの周縁部近傍から外方向に向かって射
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出されて、配光レンズ４の外周壁面に向かう光線のうち
外周壁面に対する入射角が所定以上ある光線は、滑面４
ａにおいて全反射されて配光レンズ４内に戻され、配光
レンズ４の表面側から大きな角度で放射されて観察視野
の周辺部分に照射される。
【００１６】なお、滑面４ａ部分の長さｔは、配光レン
ズ４の直径Ｄと比較して余りに小さいと照明光反射の実
効がなく、逆に大きすぎると配光レンズ４の厚さが増大
して実用性に欠けることとなるので、０．１＜（ｔ／
Ｄ）＜０．８の範囲にあることが望ましい。
【００１７】図３は、本発明の第２の実施例の内視鏡の
照明装置を示しており、滑面４ａを、ライトガイドファ
イババンドル３の射出端面３ａから遠ざかる側へ次第に
径が広がるテーパ面状に形成したものである。
【００１８】ライトガイドファイババンドル３の射出端
面３ａから射出されて滑面４ａで反射された後、配光レ
ンズ４の表面に対して一定以上の大きな角度で入射する
光線はそこで全反射して配光レンズ４内に戻されてしま
うが、このようにすることにより配光レンズ４の表面へ
の入射角が小さくなり、より多くの光線を照明窓２から
放射することができる。
【００１９】なお、滑面４ａのテーパ面がライトガイド
ファイババンドル３の軸線に対してなす角度（テーパ角
度）θが大きすぎると照明光が観察視野の周辺へ向かわ
なくなるので、滑面４ａのテーパ角度θは１０°を越え
ないことが望ましい。
【００２０】図４は、本発明の第３の実施例の内視鏡の
照明装置を示しており、配光レンズ４を、その表面側に
例えば平板状の透明部材４′が貼り合わされた二枚合わ
せの構成にしたものである。このようにすることによ
り、配光レンズ４の外周壁面を単純な一段の段付き形状
に形成すればよくなるので、加工性が向上する。
【００２１】図５は、本発明の第４の実施例の内視鏡の
照明装置を示しており、照明窓枠２ａの内周壁面に円周*
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*溝２ｂを形成することにより配光レンズ４の滑面４ａと
の間に空気層５を形成したものである。このように構成
することにより、配光レンズ４の外周壁面は凹凸のない
単純な形状に形成すればよくなる。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、鏡面状に表面仕上げさ
れた滑面を配光レンズの外周壁面に円周帯状に形成する
と共に、その滑面と照明窓の窓枠との間に空気層を形成
したことにより、ライトガイドから射出された照明光線
のうち周辺に向かう光線を滑面で全反射させて観察視野
の周辺に向かって照射させることができるので、照明光
のロスを減らして広角観察視野の周辺まで明るく照明す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の照明装置の側
面断面図である。
【図２】本発明が適用される内視鏡の挿入部先端の正面
図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡の照明装置の側
面断面図である。
【図４】本発明の第３の実施例の内視鏡の照明装置の側
面断面図である。
【図５】本発明の第４の実施例の内視鏡の照明装置の側
面断面図である。
【図６】従来の内視鏡の照明装置の側面断面図である。
【符号の説明】
１  挿入部先端
２  照明窓
２ａ  照明窓枠
３  ライトガイドファイババンドル
３ａ  射出端面
４  配光レンズ
４ａ  滑面
５  空気層

【図２】 【図４】
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